
聖
問
に
対
す
る
二
つ
の
評
価

服

部

淳
一
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埼
玉
工
大
研
究
紀
要

浄
土
宗
第
七
祖
了
譽
聖
問
は
浄
土
宗
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
な

が
ら
そ
の
評
価
は
表
題
の
よ
う
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
本
稿
で

は
こ
の
二
つ
の
評
価
の
内
容
と
評
価
の
出
発
点
と
影
響
を
考
え

て
み
た
い
・

聖
問
（
一
三
四
一
〜
一
四
二
○
）
は
常
陸
国
久
慈
郡
岩
瀬
城
主

白
石
志
摩
守
宗
義
の
子
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
父
の
戦
死
に
よ

り
瓜
連
常
福
寺
の
浄
土
宗
第
六
祖
了
実
に
つ
い
て
出
家
す
る
。

そ
の
後
第
五
祖
常
陸
太
田
法
然
寺
の
蓮
勝
相
模
桑
原
道
場
の

定
慧
の
も
と
で
浄
土
宗
義
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
二
十
五
才
か

ら
十
三
年
間
京
都
奈
良
等
に
遊
学
し
各
宗
の
教
義
を
学
ぶ
。
そ

の
成
果
で
あ
る
著
書
は
『
浄
土
真
宗
付
法
伝
』
『
釈
浄
土
二
蔵

義
』
『
伝
通
記
榛
紗
』
『
選
択
伝
弘
決
疑
紗
直
牒
』
『
教
相
十
八

通
』
『
往
生
記
投
機
紗
』
な
ど
三
十
種
百
三
十
五
巻
に
及
ぶ
。

そ
の
功
績
は
聖
問
教
判
と
呼
ば
れ
る
二
蔵
二
教
二
頓
判
の
成
立
、

浄
土
宗
の
僧
侶
養
成
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
五
重
伝
法
の
構
成
（
江

戸
期
に
在
家
向
け
の
五
重
相
伝
も
出
来
る
）
等
が
あ
り
、
江
戸
期

聖
問
に
対
す
る
二
つ
の
評
価

一
、
二
つ
の
評
価

そ
の
評
価
と
は
著
作
の
表
現
法
が
「
随
自
顕
宗
」
と
「
随
他

扶
宗
」
の
二
つ
に
分
か
れ
る
と
い
う
指
摘
か
ら
く
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
端
緒
に
な
っ
た
の
が
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
成
譽
大

玄
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
浄
土
頌
義
探
玄
紗
』
で
あ
る
。
こ
こ

で
示
さ
れ
た
二
つ
の
評
価
が
以
降
影
響
し
て
い
く
。
大
玄
（
一

六
八
○
〜
一
七
五
六
）
は
飯
沼
弘
経
寺
、
太
田
大
光
院
、
伝
通

院
を
経
て
増
上
寺
第
四
十
五
代
住
職
と
な
る
。
当
時
の
退
廃
的

な
宗
内
の
状
況
を
歎
き
、
『
浄
土
頌
義
探
玄
紗
』
を
始
め
『
蓮
門

学
則
』
『
円
戒
啓
蒙
』
『
円
布
顕
正
記
』
等
多
く
の
著
書
に
よ
っ

て
戒
律
の
是
正
を
志
し
、
円
頓
戒
の
復
興
と
宗
風
の
更
正
に
努

め
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
働
き
の
中
で
聖
問
に
対
す
る
評
価
を

生
ん
で
行
く
こ
と
に
な
る
。

『
浄
土
頌
義
探
玄
紗
』
は
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』
に
対
す
る
註
釈

の
檀
林
修
学
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

服

部

淳

一
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害
で
あ
る
が
、
内
容
は
大
き
く
玄
談
と
解
釈
義
文
に
分
か
れ
、

玄
談
で
は
古
今
の
釈
意
に
は
随
自
顕
宗
門
と
随
他
扶
宗
門
が
あ

る
こ
と
を
明
か
し
、
又
「
浄
土
宗
は
円
教
に
摂
す
る
か
否
か
」

を
九
つ
の
問
答
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
解
釈
義
文
で
は

「
大
旨
を
明
か
す
」
と
「
正
し
く
義
文
を
解
す
」
に
よ
っ
て
『
釈

浄
土
二
蔵
義
』
（
以
下
『
頌
義
』
と
略
す
）
に
お
け
る
問
題
点
を
明

確
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
玄
は
『
頌
義
』
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
「
読
頌
義
法
」
の

と
こ
ろ
で
、

「
凡
そ
此
の
書
を
読
ま
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
須
ら
く
随
自
随

他
の
二
門
有
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
一
章
一
段
一
句
一
字
こ
れ

を
読
む
こ
と
有
る
ご
と
に
、
必
ず
ま
さ
に
意
を
留
め
て
此
れ
は

こ
れ
随
自
、
此
れ
は
こ
れ
随
他
な
る
こ
と
を
了
知
す
べ
し
。
若

し
し
か
ら
ず
ん
ば
多
く
は
誤
り
て
自
他
を
混
同
し
、
諸
の
過
失

を
招
か
ん
」
（
浄
土
宗
全
書
第
十
二
巻
六
一
○
頁
以
下
浄
全
と
す
）
と

し
て
『
頌
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
二
門
の
義
を
あ
げ
て
注
意
を

喚
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
随
自
随
他
の
興
起

こ
の
二
門
に
つ
い
て
は
、

「
浄
家
の
学
、
古
今
を
総
括
す
る
に
自
ら
二
門
を
分
つ
。
一
に

は
随
自
顕
宗
門
、
二
に
は
随
他
扶
宗
門
な
り
。
随
自
と
言
う
は

自
宗
に
順
ず
る
な
り
。
随
他
と
言
う
は
他
家
に
順
ず
る
な
り
。

一
に
随
自
顕
宗
門
と
は
亦
は
経
論
正
義
門
と
名
づ
け
、
亦
は
仏

祖
真
実
門
と
名
づ
く
。
此
れ
即
ち
鴬
緯
導
空
弁
然
の
六
祖
の
釈

義
是
れ
な
り
。
二
に
随
他
扶
宗
門
と
は
亦
は
巧
説
護
法
門
と
名

づ
け
、
亦
は
対
弁
他
宗
門
と
名
づ
け
、
亦
は
建
立
宗
旨
門
と
名

づ
く
。
所
謂
初
分
、
後
分
、
性
頓
、
相
頓
、
事
理
縦
横
、
事
理

倶
頓
、
即
相
不
退
、
見
生
即
無
生
、
因
縁
品
位
、
皆
是
教
門
、

無
輩
品
、
無
声
菩
、
即
成
仏
、
実
義
無
説
等
こ
れ
な
り
。
此
れ

ら
の
義
門
は
随
他
扶
宗
よ
り
起
れ
り
」
（
浄
全
十
二
巻
五
二
八
頁
）

と
随
自
顕
宗
門
、
随
他
扶
宗
門
を
解
説
し
て
い
る
。

随
自
顕
宗
門
は
曇
鴬
、
道
緯
、
善
導
、
法
然
、
聖
光
、
良
忠

の
浄
土
列
祖
の
釈
義
を
い
う
の
で
あ
り
、
随
他
扶
宗
門
は
そ
れ

ら
の
説
に
依
ら
ず
、
浄
土
宗
義
以
外
の
教
説
を
用
い
て
浄
土
宗

義
を
明
ら
か
に
し
て
、
他
宗
か
ら
の
論
難
に
対
し
て
自
宗
を
高

揚
さ
せ
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
随
他
扶
宗
門
の
興
起
に
つ
い
て
、

「
支
那
の
禅
衲
、
燭
を
継
い
で
来
朝
し
、
五
山
十
刹
金
碧
照

曜
し
衣
服
の
制
、
鐘
鼓
の
声
、
耳
を
富
し
し
め
目
を
悦
し
む
。

人
諮
達
を
喜
び
、
海
内
課
い
て
禅
に
入
る
。
台
宗
に
醍
醐
の
上

味
有
り
と
い
え
ど
も
、
彼
の
徒
も
亦
詳
い
て
禅
に
入
り
、
以
為
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仏
法
復
禅
に
過
ぐ
る
な
し
と
。
乃
ち
無
一
物
を
以
っ
て
認
め
て

最
上
と
な
し
、
法
華
止
観
を
艇
し
て
方
便
と
な
す
。
遂
に
立
行

修
観
を
廃
し
て
著
衣
喫
飯
平
常
無
事
を
真
の
道
人
と
な
す
。
其

の
他
諸
宗
太
率
こ
れ
に
類
す
。
教
家
に
は
自
ら
教
家
の
語
有
り
、

禅
家
に
は
自
ら
禅
家
の
語
有
り
。
然
る
に
諸
宗
の
徒
多
く
禅
語

を
取
り
て
各
宗
の
義
を
談
ず
。
風
を
移
し
俗
を
易
う
。
唯
禅
の

み
盛
な
り
と
す
」

（

浄

全

十

二

巻

六

○

七

頁

）

と
あ
る
よ
う
に
、
禅
の
教
え
が
日
本
に
渡
来
し
、
禅
が
隆
盛
を

極
め
た
の
に
伴
っ
て
「
禅
語
を
取
り
て
各
宗
の
義
を
談
ず
」
と

い
う
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。

大
玄
は
こ
の
二
門
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
五
要
を
も
っ
て
そ

の
綱
要
を
示
し
て
い
る
。

①
所
帰
の
本
は
随
自
は
仏
願
大
悲
を
所
帰
と
し
、
無
量
寿

経
四
十
八
願
を
総
、
第
十
八
願
を
別
と
し
て
い
る
。
随
他

は
仏
願
を
も
っ
て
所
帰
と
す
る
け
れ
ど
も
或
は
実
相
円
理

を
所
帰
の
本
と
し
て
い
る

②
能
入
の
心
は
随
自
は
信
を
も
っ
て
能
入
と
し
、
随
他
は

信
を
も
っ
て
能
入
と
し
、
或
は
解
を
も
っ
て
能
入
と
な
す
。

そ
の
理
由
は
実
相
を
了
解
す
る
こ
と
は
正
し
く
円
の
三
諦

を
解
す
る
に
よ
る
が
故
と
し
て
い
る
。

こ
の
五
つ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
円
解
或
は
円
理
に
基
づ
い

て
随
他
扶
宗
門
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
は
当
時
の
浄
土
宗
門
内
に
お
け
る
『
頌
義
』
の
見
方

も
表
わ
し
て
い
る
。

三
、
教
判
成
立
へ
の
疑
義

そ
の
理
由
と
し
て
は
、

③
所
帰
の
行
は
随
自
は
浄
土
の
要
行
は
偏
に
念
仏
に
あ
り

と
し
、
随
他
は
有
相
な
り
と
い
え
ど
も
或
は
相
即
無
相
と

解
し
、
或
は
生
即
無
生
と
説
く
。
こ
れ
ま
た
他
家
に
順
ず

る
が
故
と
し
て
い
る
。

④
所
立
の
教
は
随
自
は
難
行
道
易
行
道
、
自
力
他
力
、
聖

道
門
浄
土
門
に
よ
っ
て
そ
の
優
劣
を
判
ず
と
し
、
随
他
は

事
理
縦
横
を
も
っ
て
我
門
の
教
相
と
な
す
。
こ
れ
ま
た
彼

の
円
門
に
順
ず
る
が
故
な
り
と
し
て
い
る
。

⑤
所
持
の
戒
は
随
自
は
戒
は
仏
門
の
通
軌
で
あ
り
念
仏
の

助
業
と
し
て
随
他
は
既
に
事
理
縦
横
を
も
っ
て
我
門
の
教

相
と
な
す
故
に
、
円
旨
を
解
し
て
妙
戒
を
受
侍
す
る
こ
と

を
も
っ
て
浄
土
の
戒
と
な
す
と
し
て
い
る
。

（
浄
全
十
二
巻
六
○
八
〜
六
○
九
頁
抄
訳
）
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「
我
が
宗
の
学
者
須
ら
く
吉
水
の
立
教
と
聖
財
論
の
立
教
と

同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」
（
浄
全
十
二
巻
五
八
三
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
聖
問
教
判
が
『
騏
麟
聖
財
立
宗
論
』
と
い
わ
れ

る
書
物
を
依
所
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
『
騏
麟
聖
財
立
宗
論
』
は
「
後
魏
三
蔵
法
師
菩
提
流
支
」

の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
玄
は

「
問
う
、
騏
麟
聖
財
論
は
真
と
や
な
さ
ん
、
偽
と
や
な
さ
ん
。

答
う
、
是
れ
偽
に
し
て
真
に
あ
ら
ず
。
其
の
證
六
有
り
。
一
に

本
伝
に
挙
げ
ず
。
二
に
諸
録
載
せ
ず
。
三
に
諸
師
引
か
ず
。
四

に
和
文
に
し
て
漢
に
あ
ら
ず
。
五
に
後
師
の
釈
を
模
す
。
六
に

解
に
邪
謬
有
り
」
（
浄
全
十
二
巻
六
一
三
頁
）
と
し
て
六
疑
を
挙
げ

て
菩
提
流
支
の
真
撰
で
な
い
こ
と
を
論
証
し
、
第
五
疑
「
後
師

の
釈
を
模
す
」
に
お
い
て
、
後
世
の
嘉
祥
、
天
台
、
善
導
、
法

然
な
ど
の
説
を
模
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
「
二
に
嘉
祥

に
模
す
と
は
、
こ
の
論
二
蔵
三
法
輪
を
立
す
。
こ
れ
嘉
祥
に
依

る
」
と
特
に
二
蔵
三
法
輪
の
教
判
は
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
説
に

依
っ
た
も
の
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

又
大
玄
が
聖
問
教
判
成
立
に
関
わ
る
書
と
し
て
『
建
暦
法

語
』
を
挙
げ
て
い
る
。
聖
問
が
『
浄
土
略
名
目
図
』
に
「
源
空

上
人
説
聖
覚
法
印
記
沙
門
聖
問
図
」
と
明
記
し
た
「
源
空

上
人
説
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
図
の
序
文
に
「
建
暦
元
年

辛
未
八
月
上
旬
衆
に
示
し
て
曰
く
、
若
し
浄
土
宗
に
お
い
て
修

学
の
志
有
ら
ん
人
は
、
諸
師
の
中
に
お
い
て
選
ん
で
須
ら
く
三

師
の
釈
義
に
帰
す
べ
し
。
」
（
浄
全
十
二
巻
六
五
九
頁
）
と
し
て
曇

驚
の
難
易
二
道
判
道
紳
の
聖
浄
二
門
判
、
善
導
の
二
蔵
二
教

判
の
三
師
教
相
を
挙
げ
て
お
り
、
聖
問
教
判
の
拠
所
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
大
玄
は
『
探
玄
紗
』
に
、
一
に
吉

水
の
本
伝
及
び
語
録
等
の
諸
耆
の
中
に
こ
の
語
を
載
せ
ず
。
二

に
弁
然
両
師
の
語
を
引
か
ず
。
三
に
玄
義
の
文
に
違
す
。
四
に

選
択
の
意
に
連
す
。
五
に
弥
陀
本
願
義
疏
に
合
す
。
六
に
財
論

に
合
す
。
七
に
相
濫
の
失
を
招
く
。
こ
の
七
疑
を
あ
げ
て
「
建

暦
法
語
」
の
偽
作
を
指
摘
し
て
い
る
。

四
、
他
宗
教
義
の
依
用

聖
問
の
随
他
扶
宗
の
表
現
は
、

「
義
主
の
時
、
五
山
十
刹
大
い
に
天
下
の
僧
徒
み
な
禅
に
帰

す
。
禅
家
の
所
立
亦
山
外
の
円
教
に
同
じ
。
無
心
絶
相
を
最
上

乗
の
法
と
な
す
。
故
に
義
主
か
く
の
ご
と
き
の
義
を
立
つ
。
但

山
外
の
円
教
に
順
ず
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
亦
よ
く
禅
家
の
所
立

に
順
ず
」
（
浄
全
十
二
巻
六
五
五
頁
）
と
し
て
当
時
の
仏
教
界
の
状

況
を
説
明
し
て
い
る
。
山
外
の
円
教
と
は
、
宋
代
の
中
国
天
台

宗
で
起
こ
っ
た
智
顎
の
所
説
に
対
す
る
論
争
で
山
家
派
と
山
外
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派
の
学
問
の
系
統
が
派
生
し
た
も
の
で
、
義
寂
の
系
統
で
あ
る

川
明
智
礼
は
自
ら
の
正
統
性
を
主
張
し
て
山
家
派
と
称
し
、
志

因
の
系
統
を
山
外
と
し
て
華
厳
等
の
他
宗
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
批
判
し
て
い
る
。

円
教
に
依
っ
た
理
由
と
し
て
、
「
問
う
、
山
外
に
順
ず
る
の

時
、
何
が
故
に
か
く
の
如
き
の
義
を
立
つ
る
や
。
答
、
山
外
の

計
す
る
所
の
三
賢
十
地
等
の
一
切
の
差
相
を
立
つ
る
を
別
教
以

遠
の
法
と
な
し
、
未
だ
真
の
円
教
と
な
さ
ず
、
所
有
の
差
別
を

亡
眠
す
る
を
立
て
て
川
教
と
な
す
。
故
に
三
輩
九
品
三
道
四
果

十
地
三
賢
等
の
一
切
の
差
別
を
亡
浪
す
る
は
、
是
れ
彼
の
円
教

に
順
ず
る
故
な
り
。
す
で
に
輩
品
声
菩
を
汲
ず
。
往
生
即
仏
言

わ
ざ
ら
ん
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
往
生
即
仏
の
義
を
設
く
」

（
浄
全
十
二
巻
六
五
五
頁
）
と
い
い
、
禅
宗
的
所
立
に
つ
い
て
は

「
禅
徒
の
云
く
、
吾
が
宗
は
機
知
を
眠
絶
す
。
是
れ
格
外
の
別

風
他
宗
の
談
ぜ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
浄
家
の
法
門
は
但
そ
の
修

行
の
厭
穣
欣
浄
指
方
立
相
と
る
の
み
な
ら
ず
、
往
生
位
後
の
果

を
言
う
時
も
亦
輩
品
声
菩
種
々
の
差
別
あ
り
。
是
れ
浅
近
最
劣

一
つ
も
取
る
所
な
し
。
故
に
寓
宗
と
名
づ
け
付
庸
と
名
づ
け
、

七
家
の
列
に
加
え
ざ
る
こ
と
ま
た
宣
と
な
り
。
義
主
の
云
く
、

豈
但
汝
が
宗
の
み
無
相
空
寂
を
真
の
法
門
と
な
さ
ん
。
我
が
宗

も
亦
無
輩
品
無
声
菩
往
生
即
仏
を
談
ず
。
是
れ
実
義
な
り
、
其

の
輩
品
差
降
を
説
く
は
且
く
娑
婆
の
教
門
に
約
す
。
実
義
説
に

あ
ら
ず
と
」
（
浄
全
十
二
巻
六
五
五
頁
）
い
う
よ
う
に
、
円
教
と
同

様
に
差
別
観
に
対
す
る
批
判
に
対
応
す
る
た
め
に
論
じ
ら
れ
た

と
述
べ
て
い
る
。

更
に
大
玄
は
当
時
の
宗
内
状
況
を
、

「
後
人
智
解
浅
短
に
し
て
其
の
玄
奥
を
探
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。

私
情
に
任
せ
臆
見
に
誇
り
、
邪
解
妄
説
止
だ
一
二
三
の
み
な
ら

ず
。
或
は
誤
り
て
他
宗
を
も
っ
て
自
家
に
混
す
る
も
の
あ
り
」

（
浄
全
十
二
巻
六
○
九
頁
）
或
は
「
近
世
の
入
た
だ
臆
見
に
任
せ

て
経
論
の
正
義
を
得
ざ
る
も
の
浪
に
他
家
に
趨
て
鴬
緯
導
空
の

章
疏
を
読
ま
ざ
る
が
故
な
り
」
同
六
一
○
頁
）
或
は
「
近
世
浄

宗
の
人
多
く
此
れ
に
類
す
。
其
の
こ
と
ば
に
曰
く
、
吾
円
眼
を

開
き
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
三
経
一
論
浄
家
の
諸
疏
皆
こ
れ
円
教

な
り
と
。
は
な
は
だ
し
き
は
驚
緯
導
空
皆
こ
れ
円
人
な
り
と

（
中
略
）
今
汝
身
を
論
ず
れ
ば
則
ち
鶯
緯
諸
相
の
門
下
に
在
り
、

心
を
論
ぜ
ば
則
ち
天
台
賢
首
の
左
右
に
侍
す
」
同
五
九
二
頁
）

ま
た
「
近
世
浄
家
の
描
流
日
夜
円
宗
を
学
ぶ
こ
と
を
競
う
。
い

よ
い
よ
学
び
て
、
い
よ
い
よ
味
し
、
つ
い
に
偏
円
事
理
を
以
っ

て
其
の
縄
墨
と
な
し
、
相
即
無
相
生
即
無
生
即
事
而
真
事
理
不

二
不
断
而
断
断
而
不
断
百
千
無
数
の
円
理
を
と
き
て
浄
教
の
極

致
と
な
す
」
同
）
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
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た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
状
況
を
生
ん
だ
基
盤
と
し
て
、
芝
増
上
寺
を
中
心
と
し

た
僧
侶
養
成
機
関
で
あ
る
浄
土
宗
十
八
檀
林
の
教
育
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
。
名
目
・
頌
義
・
選
択
・
小
玄
義
・
大
玄
義
・
文
句
・

礼
讃
・
論
・
無
部
の
檀
林
課
目
を
三
年
ご
と
に
昇
級
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
法
然
教
学
を
速
や
か
に
理
解
す
る
た
め
に
作

成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
け
本
来

の
目
的
と
差
異
を
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大

玄
に
と
っ
て
は
浄
土
宗
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
他
の
教
義
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
へ
の
警
鐘
で
あ
っ
た
。

大
玄
が
『
浄
土
頌
義
探
玄
紗
』
の
中
で
随
他
扶
宗
の
表
現
を

表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
降
の
聖
問
教
学
の
評
価
の
枠
が
規

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五
、
聖
問
の
評
価

聖
問
教
学
に
関
す
る
論
文
は
数
少
な
い
の
で
、
聖
問
の
評
価

を
解
題
、
辞
典
等
で
散
見
し
て
い
き
た
い
。

『
浄
土
宗
辞
典
』
の
「
聖
問
」
の
項
目
で
は
「
著
書
や
説
法
も

多
く
は
対
外
的
な
い
わ
ゆ
る
随
他
扶
宗
の
立
場
を
と
り
、
し
か

も
そ
の
論
陣
は
雄
壮
で
、
そ
の
言
葉
も
鋭
利
で
、
諸
宗
学
者
か

ら
注
目
を
あ
び
た
。
そ
の
結
果
、
多
少
二
祖
三
代
の
綱
格
か
ら

は
み
出
す
談
り
も
あ
っ
た
が
、
各
宗
に
対
す
る
浄
土
宗
の
地
位

が
あ
が
り
、
退
嬰
的
な
風
潮
を
転
換
さ
せ
た
功
績
は
大
き
く
」

と
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
聖
問
評
価
で
あ
る
。

浄
土
宗
全
書
解
題
（
昭
和
九
年
発
刊
）
『
決
疑
紗
直
牒
』
の
項
に

「
凡
そ
問
師
の
著
述
に
は
対
外
的
（
随
他
扶
宗
門
）
と
対
内
的

（
随
自
顕
宗
門
）
と
の
二
方
面
あ
り
、
二
蔵
略
頌
及
頌
義
等
は
前

（

マ

マ

）

者
の
代
表
的
と
は
、
伝
書
類
の
釈
述
、
紗
及
此
の
直
牒
の
如
き

は
後
者
の
代
表
的
の
も
の
と
云
う
べ
し
」

（
千
葉
良
導
氏
浄
全
二
一
巻
三
二
五
頁
）

『
新
浄
土
宗
辞
典
』
で
は
「
そ
の
方
法
立
場
は
、
時
代
思
潮
を

考
慮
し
て
釈
義
の
立
場
を
と
り
、
そ
の
該
博
な
知
識
と
高
邇
な

識
見
を
も
っ
て
縦
横
無
尽
に
、
あ
る
い
は
難
解
の
語
を
解
し
、

あ
る
い
は
宗
要
の
細
を
究
明
し
た
も
の
」
と
随
他
扶
宗
を
予
想

さ
せ
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

『
教
相
十
八
通
』
に
対
し
て
は
「
解
題
」
で
「
但
し
十
八
通
の

教
義
は
、
恰
も
二
蔵
頌
義
の
説
の
如
く
、
随
他
扶
宗
の
義
と
思

わ
る
る
点
多
く
、
二
祖
三
代
の
教
義
と
は
余
程
異
っ
て
い
る
や

う
で
あ
る
。
即
ち
見
生
無
生
、
即
相
不
退
、
事
理
縦
横
、
即
相

無
相
、
往
生
即
成
仏
等
に
関
す
る
Ⅲ
題
が
、
多
く
諭
明
さ
れ
て

い
る
」

（

浄

全

二

一

巻

五

五

四

頁

）

こ
れ
に
対
し
昭
和
版
「
浄
土
宗
全
書
」
の
解
題
で
は
「
こ
れ
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六
、
『
教
相
十
八
通
』
の
伝
書
と
し
て
価
値

こ
の
『
教
相
十
八
通
』
は
聖
問
が
宗
義
伝
承
時
代
に
寂
慧
上

人
、
定
慧
上
人
か
ら
の
相
承
の
川
伝
を
書
き
留
め
て
お
き
、
こ

ら
の
「
随
他
扶
宗
」
は
寂
慧
の
『
述
聞
紗
』
に
関
す
る
『
口
決
』

及
び
『
教
相
十
八
通
』
に
示
さ
れ
た
「
口
伝
相
承
」
と
併
せ
読

む
べ
き
で
あ
り
、
「
五
重
伝
法
」
及
び
『
伝
通
記
榛
紗
』
等
の
註

疏
と
の
関
係
に
慎
重
な
注
意
を
要
す
る
」
（
浄
全
十
二
巻
二
七
頁
）

と
見
方
が
違
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
『
浄
土
宗
辞
典
』
で
は
「
十
八
通
の
釈
義
は
、
聖
問
独

特
の
随
他
扶
宗
の
義
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
二
祖
三
代
の
教
義

と
は
よ
ほ
ど
違
っ
た
点
が
あ
る
の
は
注
意
を
要
す
る
」

『
新
浄
土
宗
辞
典
』
で
は
「
本
書
は
あ
た
か
も
二
蔵
頌
義
の
如

く
随
他
扶
宗
の
義
と
考
え
ら
れ
る
点
多
く
、
二
祖
三
代
の
定
説

と
や
や
異
な
る
も
の
が
あ
る
」

と
所
謂
聖
問
評
価
と
い
わ
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
ど
の
辞
典
で
も
随
他
扶
宗
と
指
摘
し
な
が
ら
も
「
本
書

は
浄
土
列
祖
の
う
ち
、
曇
鴬
・
道
緯
・
善
導
・
懐
感
・
源
信
の

著
作
の
な
か
に
あ
る
重
要
な
教
相
に
つ
い
て
十
八
ケ
条
の
相
承

口
伝
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
「
相
承
口
伝
」
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ
に
自
解
を
加
え
た
も
の
に
、
師
了
実
、
鎌
倉
光
明
寺
第
四
世

良
順
上
人
の
確
認
署
名
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
各
通
の
最
後
に

「
右
代
々
相
承
の
趣
件
の
如
し
」
「
右
代
々
相
伝
の
次
第
件
の
如

し
」
「
右
代
々
相
伝
の
旨
趣
件
の
如
し
」
と
あ
る
。
こ
の
書
の
第

十
重
ま
で
は
善
導
の
『
観
経
疏
』
の
四
帖
に
関
す
る
記
述
で
あ

る
。
第
一
重
は
散
善
義
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
観
経
と
浄
土
宗
義

の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
浄
土
宗
辞
典
』
の

「
故
の
一
宇
」
の
項
の
記
述
を
借
り
る
な
ら
ば
、

「
『
教
相
十
八
通
』
上
に
は
浄
土
立
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
総

依
三
経
別
依
一
経
、
総
依
一
経
別
依
一
句
で
あ
り
別
依
一
句
と

は
二
者
深
心
の
一
句
で
あ
る
。
そ
の
二
者
深
心
の
条
に
一
心
専

念
の
文
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
深
心
の
一
句
は
一
心
専
念
の

文
に
帰
結
し
、
一
心
専
念
の
文
は
、
順
彼
仏
願
故
の
五
字
に
お

さ
ま
り
、
五
字
は
故
の
一
字
に
お
さ
ま
る
と
す
る
の
が
聖
問
の

伝
法
の
肝
要
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
旨
を
代
代
相
承
し
て

い
く
の
が
浄
土
宗
伝
法
の
一
つ
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

峰
烏
旭
雄
氏
は
「
了
譽
聖
問
に
お
け
る
随
自
顕
宗
の
論
理
」

（
日
本
文
化
と
浄
土
教
論
孜
）
の
中
で
、
「
『
教
相
十
八
通
』
の
始
め

に
説
か
れ
て
い
る
浄
土
宗
義
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
な
ん
ら
逸
脱

し
た
と
こ
ろ
は
な
く
、
端
的
に
教
義
の
核
心
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
あ
る
」
と
随
自
顕
宗
的
な
部
分
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
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こ
の
記
述
の
中
に
随
他
扶
宗
も
当
然
含
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る

が
「
人
に
よ
っ
て
は
聖
問
に
お
け
る
随
自
顕
宗
と
随
他
扶
宗
の

論
理
が
別
々
で
あ
る
か
の
よ
う
な
受
取
り
方
を
な
し
、
不
完
全

な
形
で
、
聖
問
の
随
自
顕
宗
の
試
み
の
う
ち
に
随
他
扶
宗
の
働

き
を
、
随
他
扶
宗
の
試
み
の
う
ち
に
随
自
顕
宗
の
働
き
を
指
摘

す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
試
み
」
の
内
容
が
さ
ま
ざ
ま
な
見

方
を
生
む
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
こ
れ
が
所
謂
著
作
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
口
伝
を
記
し
た
切
紙
で
あ

り
、
整
合
性
を
生
ん
で
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
第
十
重
ま
で
の

『
観
経
疏
』
に
関
す
る
も
の
で
は
善
導
教
判
で
あ
る
二
蔵
二
教

判
へ
と
導
か
れ
る
基
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
土
宗
の
伝
法
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
書
伝
と
し
て
「
往

生
記
」
（
法
然
）
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
（
二
祖
弁
長
）
『
領
解
末
代

念
仏
授
手
印
紗
』
（
三
祖
良
忠
）
『
往
生
記
投
機
妙
』
『
授
手
印
伝

心
紗
』
『
領
解
授
手
印
徹
心
紗
』
『
決
答
疑
問
銘
心
紗
』
（
聖
問
）

『
決
答
授
手
印
疑
問
紗
』
（
良
忠
）
の
三
巻
七
書
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
規
定
し
た
の
が
聖
問
で
あ
り
、
別
の
意
思
の
も
と
に
製
作
さ

れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

七
、
随
他
扶
宗
の
影
響

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
教
学
、
著
書
に
お
い
て
も
二
面
あ
る
い

は
多
面
の
見
方
が
生
ま
れ
て
く
る
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
大

玄
の
指
摘
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
大
玄
は
こ
の
指
摘
を
し
な
が

ら
「
義
主
は
宗
門
の
英
雄
当
時
双
ぴ
な
き
強
記
博
覧
に
し
て
諸

家
を
渉
猟
す
。
聡
明
倫
を
超
え
、
弁
才
類
を
絶
す
。
一
代
の
著

述
物
を
益
す
る
こ
と
甚
だ
繁
し
、
誰
か
企
て
及
ぶ
者
有
ら
ん
や
」

（
浄
全
十
二
巻
六
○
九
頁
）
と
聖
問
の
功
績
を
認
め
て
い
る
。

大
玄
が
『
探
玄
紗
』
で
説
示
し
た
か
っ
た
の
は
、
聖
問
が
著

作
で
主
張
し
よ
う
と
し
た
目
的
を
、
江
戸
後
期
の
浄
土
宗
に
お

い
て
見
誤
っ
て
、
浄
土
宗
義
か
ら
離
れ
て
い
き
、
離
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
破
壊
が
起
き
て
い
る
こ
と
へ
の
警
鐘
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
警
鐘
は
「
随
他
扶
宗
」
の
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
く
な

り
、
聖
問
Ⅱ
随
他
扶
宗
Ⅱ
二
祖
三
代
の
教
学
か
ら
は
異
な
っ
て

い
る
と
い
う
図
式
が
概
念
の
中
に
生
ま
れ
、
明
治
以
降
に
定
着

し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
随
他
扶
宗
Ⅱ
時
代
に
沿
っ
て
変
革
す
る
と
い
う
図
式
も

生
ま
れ
る
。
「
宗
学
」
の
項
で
、

「
宗
学
と
は
求
道
と
い
う
面
で
宗
乗
と
同
心
円
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
根
本
義
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
耐
え
う
る
よ
う
に
組

織
し
、
表
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
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の
よ
う
な
学
問
が
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
の
宗
学
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
第
二
祖
の
弁
長
が
通
別
の
念
仏
・
聖
浄

兼
学
を
打
ち
出
し
聖
道
と
浄
土
を
徹
通
し
、
七
祖
の
聖
問
が
随

他
扶
宗
の
実
体
実
義
の
教
学
を
打
ち
出
し
た
の
も
宗
学
で
あ
る
。

明
治
以
来
西
欧
の
思
想
を
受
け
て
、
改
め
て
宗
学
を
見
直
そ
う

と
い
う
動
き
が
起
こ
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
山
崎
弁
栄
の

光
明
主
義
が
あ
る
。
ま
た
椎
尾
弁
匡
は
共
生
連
動
を
起
こ
し
、

浄
土
宗
の
そ
の
時
代
へ
の
展
開
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
も
宗
学
と

い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
宗
学
的
い
と
な
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
」

と
時
代
に
即
応
す
る
宗
学
と
し
て
随
他
扶
宗
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
伝
統
と
展
開
の
取
り
扱
い
に
難
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
随
他
扶
宗
」
の
語
意
は
見
方
に
よ
っ
て
別

の
意
味
に
な
る
。
法
然
が
浄
土
宗
を
開
創
し
て
以
来
大
き
な
教

学
的
展
開
を
見
せ
た
の
が
聖
問
で
あ
り
、
後
世
へ
の
影
響
も
大

き
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
聖
問
に
対
す
る
二
つ
の
評

価
は
別
々
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
影
響

し
あ
っ
て
い
る
の
が
聖
問
の
教
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。


